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　琵 琶 湖で は 1980 年代 以 降，北米原産 の 外来魚 で サ ン

フ ィ ッ シ ュ 科 に 属 す る オ オ ク チ バ ス Micr’oPterus

salmoides とブル ーギ ル LePomis　macrochiras が急激 に 増

加 し，在来種 へ の 食害 が 懸念 さ れ て い る。1） ・
方，オ オ

ク チ バ ス とブ ルーギ ル が大型 の 魚食性水鳥 で あ る カ ワ ウ

Plzaiacrocorax　carbo の 吐 出物中に 多 く 見出 さ れ る こ とか

ら，　L
’）カ ワ ウ の 重 要 な 餌生 物 に も な っ て い る と考 え られ

る。本 研 究 で は，カ ワ ウ の 胃内容物中 に 見 ら れ る歯骨

dentary を利 用 し て オ オ ク チ バ ス と ブ ル ーギ ル を 識別

し，さ らに 歯骨の 大き さか ら体長 を推 定 で きる よ うに す

る こ とを 日的に ，両 種の 歯骨 を観察 した 。

　歯骨 は 角骨 お よ び 後間接骨 と共 に下 顎 骨 を 形 成 す る

が，カ ワ ウ の 胃内容物 として 発見 され る場 含，これ ら の

骨か ら分離し，単独で 見つ か る こ とが 多 かった。こ の た

め 本研究で は ，下 顎 骨 全 休 を用 い ず ，歯 骨 を単 独 で 用 い

た。ま た ，オ オ ク チ バ ス とブ ル ーギ ル の 歯 骨 は，後縁 が

深 く湾入 し た 二 角形 で 背而 に 歯 が あ る こ とか ら他の 骨 と

容 易に 識別 で きる こ と，お よび そ の 形 態か らオオ ク チ バ

ス とブ ル
ー一

ギ ル を 種 まで 同定 で き る こ と，の 2 つ の 利

点 を 有す る こ とに よ り，本 研 究 に 適 して い る。

　供試標本 に は ，2000 年 4 月 か ら 2002 年 8 月 に か け

て 琵 琶 湖 で 採 集 さ れ た オ オ ク チ バ ス 103 個 体 〔体 長

34．3−284mm ），お よ び 2002 年 4月 か ら同 年 8 月 に か

け て 琵琶湖 で 採 集 さ れ た ブ ル
ーギ ル 129 個体 （体 長

29，2−161，4mm ） を用 い た。な お，2001 年 12 月 か ら 翌

年 2 月 に 近江 八 幡 市伊崎 で 駆 除 さ れ た カ ワ ウ 5 個 休

（ふ 蹠長 66，1−68，9mm ） の 胃内容物 か ら，未 消 化 の オ

オ ク チ バ ス 7 個体 （体長 79．2−242mm ） とオ オ ク チ バ

ス の 歯骨 1 個 （歯骨長 13．8mm ，推 定 体 長 102　mm ） が

見つ か っ た。カ ワ ウの 大 きさ を考慮 す る と，こ れ らよ り

大
．
きな個体 を捕食す る こ とは少 な い と考 え られ るた め，

300mm 以 上 の オ オ ク チ バ ス は扱 わ な か っ た。

　 オ オ ク チ バ ス とブ ル
ーギ ル の 歯 骨 を，琵琶湖お よび 周

辺 水 域 に 生 息 す る全 て の 真 骨魚類 15 科 45属 71 種 （含

4 亜 種）
3）

の 歯骨 と比較 した。コ イ 科 23 属 39 種 （含 2

亜 種 ） お よ び ド ジ ョ ウ 科 5 属 7 種 の 歯骨 の 形態 は

Nelson4）に 従 っ た。以 下 に 示 す 13科 17 属 25 種 （含 2

亜 種） の 歯骨 は，滋賀県 、ンニ琵琶湖博物館 の 収蔵標本 か ら

観察 した。数字 は 個体数，カ ッ コ 内は体長 （mm ） を示

す。ウ ナ ギ 科 ウ ナ ギ Angttilla　」
’
aPonica 　6 （244−400 ）；キ

ュ ウ リ ウ オ 科 ワ カ サ ギ HyPomesus 　nipPonensis 　11 （56．9−

122．2）；ア ユ 科 ア ユ PlecogleSStts　aitivelis 　altivelis 　5 （59．8
−98．0）；サ ケ 科 ヤ マ ］・イ ワ ナ Salvelinus　leucomaenis

忽ρo 耽 z‘s4 （103．9−140．0），サ ク ラ マ ス 〔ヤ マ メ ）伽 一

corh ）
’
nchus 　 masou 　 masou 　 3 〔10  ，7−113，7），サ ッ キ マ ス

〔ア マ ゴ ）（λ masou 　ishikawae　5 （119，9−141．7），ビ ワマ

ス 0．masou 　subsp ．4 （142，8−194．7），ニ ジ マ ス O．　m ，
，kiss

1 （180．0）；ギ ギ 科 ギ ギ Pseudobagnts　nudicePs 　5 （81．1−

115．2）； ナ マ ズ 科 ナ マ ズ Silurus　 asotzas　 5 　（107．9−

137．7），ビ ワ コ オ オ ナ マ ズ S． biwaenstls　 2 　（127，2−

168．3），イ ワ トコ ナ マ ズ S．lithoPhilus　5 （91．0−160．2〕；

ア カ ザ科ア カ ザ Liobagrus　 reini 　4 （64．8−85，3）； メ ダカ

科 メ ダカ Ol）’zias 　latipes　3 （23．0−26，4）； トゲ ウ オ科 ハ リ

ヨ Gα sterosteus 　microcePhaltts 　5　（28．7−55．9）　； タ イ ソ ソ

ドジ ョ ウ 科 カ ム ル チ
ー Channa　argus 　3 （268−373）；カ ワ

ス ズ メ科 ジル テ ラ ピア TilaPia　zillii　6 （111．7−125．1）；

ハ ゼ 科 トウ ヨ シ ノボ リ Rhinogobius　sp ．6 （53．0−62，1），
カ ワ ヨ シ ノ ボ リ R．fit〃mineus 　 8　（34．0−52．7），イ サ ザ

Gymnogobtlus　isaxa　10 （48．5−61，9），ウ キ ゴ リ G．　 urotae −

nia　11 （56，5−74．3），ヌ マ チ チ ブ Tridentiger　brevisPinis
10 （43．6−68，4），ドン コ Odontob“tis　obscura 　 10 （65，7−

100．3＞； カ ジ カ科 カ ジカ Cottus　pollux　9 （35，9−98，3），ウ

ッ セ ミ カ ジカ C．reinii 　9 （83，9−116，1）。

　歯骨 の 観察，計測お よび 描 画 は， ド顎側 面 の 皮 膚 を 除

去 し，歯骨 を 露 出 さ せ ，描 画 装 置 付 きの 実 体 顕 微 鏡 を用

い て 行 っ た。歯 骨 艮 length　 of　 dentary は歯 骨 前 縁 の 上

端 か ら 2 叉 し た 歯 骨 後 部 の 上 葉後端 ま で を ，歯 骨 高

depth　of　dentary は 歯骨 後 部 の 下 葉 後 端 か ら 上 葉後端 ま

で を そ れ ぞ れ 測定 した （Fig．1）。
200　mm まで は デ ジ タ
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Fig2 ．　Relationships　 between 　 length　（xl ） and 　 depth

　 　〔xLI）of　dentary　in　large　mouthbass 　and 　blllegill．

Fig．1．　 Lateral　view 　of 　lower　jaw　skeleton 　of 　largernouth

　 bass　and 　bluegill．

ル ノギ ス を 用 い て 0．1mm の 単位で，また 200　mm か ら

は メジ ャ
ー

を用 い て 1mm の 単位で 測定した。体長 を推

定 す る式 は，高橋 ら
5）に従 っ た。

　 オ オ ク チ バ ス とブ ル
ー

ギ ル の 歯 骨 （Fig．ユ） は ，背面

に 単 尖 頭 の 歯 が複 数 列 あ る こ とに よ り，コ イ科，ドジ ョ

ウ科 （歯 が な い ），ア ユ （歯 が櫛状 ），サ ケ科（歯 が
一

列 ），

ジル テ ラ ピア （歯の 先 端が 二 叉 また は 三 叉 〉 か ら 明瞭 に

区別で き た 。 ま た 歯骨側面 0）管状 側線lateral　line　canal

に ，5個の 孔 foramenが 開 口 す る こ とに よ り，メ ダカ ・

ハ リヨ ・
ハ ゼ 科 （管状の 側線 な し），ワ カサ ギ （側線 の

下 面 が閉 じず，管状構造 が不 完全），カ ム ル チー・カ ジ

カ 科 （孔 が 4個），ギ ギ （孔 が 6個 ），ウ ナ ギ （孔 が 8

個），ナ マ ズ 科 （孔 が 8−10個 ） と区 別 で きた。ア カザ

は オ オ ク チ バ ス ，ブル
ー

ギ ル と同様 に ヒ記 の 特徴 を 併 せ

持 つ が，歯骨 高 が 歯骨 長 の 11，7−13．9％ で あ る こ と に よ

り，明 瞭 に識 別 で きた （後述す る よ うに オ オ ク チ バ ス ，

ブル ーギ ル で 30．0％ 以 E）。以 上 の よ う に ，オ オ ク チ バ

ス と ブ ル
ー

ギ ル は ，  歯骨の 背面 に 単 尖 頭 の 歯 が 2 列

以 ヒに並 ぶ こ と，  歯骨側而の 管状側線 に，5 個 の 孔 が

開 口 す る こ と，そ して   歯骨高が 歯骨長の 30，0％ 以上

で あ る こ と，の 3 つ の 特徴 に よ り， 他 の 真骨魚類 と明

瞭 に 識別で きた 。

　 オオ ク チ バ ス とブ ル
ーギ ル に お け る歯骨長 （Xl） と歯

骨高 （x2）の 関係 （Fig．2）は 下 の ア ロ メ トリー
式 で表

さ れ る。

　　オ オ ク チ バ ス ：κ2
＝O．315Xi1・046

　　ブル
ーギ ル 　 ：x2− O．44tκ 11

・11・3

こ れ らの 式 は原点 を通 る 直線 x2− 0．366x／ （オ オ ク チ バ

ス ） お よび x2 ≡O．575Xl （ブ ル
ー

ギ ル ） と有意 に 異な る

こ と か ら （F 検定 ： オ オ ク チ バ ス ，Fl．　IUI＝45．1，　p 〈

0．001 ；ブ ル
ーギ ル ， F1，127＝126，p 〈 O．OOI），小 さ な 歯

骨 で は長 さ に対 す る 高 さ の 割 合 が 小 さ く，大 き くな るに

つ れ高 さ の割 合 が増 す こ とが 明 らか とな っ た 。こ の こ と

か ら，両 種 の 歯骨を判別す る に は ア ロ メ ト リ
ーを 考慮す

る 必 要 が あ る （判別分析 ： z − 37510gloxi−34410910x2−

152，z ＞ 0の と き オ オ ク チ バ ス ，　 x ＜ 0 の と きブ ルーギ

ル ，誤 判 別 率 0，00％）。し か し，オ オ ク チ バ ス で は 歯骨

高 が 歯 骨 長 の 30．0−41．6％ と低 い の に対 し，ブル
ー

ギ ル

で は 44．0−66，3％ と高 く，両 種間 に レ ン ジ の 重複 は 見 ら

れ な か っ た 。こ の こ とか ら，歯骨の 大 き さ に 関わ らず，
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Fig．3．　Relationships　between 　standard 　length （ッ）and

　 mesurelnents 　of　dentary（length　x1，　depth　xz ）in　lar−

　 gem 〔｝uth 　bass　and 　bluegM ．　Broken 　line　indicates　95％
　 con 丘dCIlce　limit（の，

歯骨高と歯骨長の 割合で も両 種を 容易 に判別す る こ とが

出来た。

　オ オ ク チ バ ス お よ び ブ ル
・一

ギ ル の 体 長 （y） と歯骨 長

（Xl ） お よ び 歯 骨 高 （Xz ）の 関 係 （Fig．3）は そ れ ぞ れ

以 ドの 式 で 示 さ れ る。カ ヅ コ 内 は 95％ 信 頼 区 間 で あ

る 。

　　オ オ クチ バ ス ：ッ
≡8，21κ lo

・9・6°
（93．4

−107．1％）

　　　　　　　　 丿
≡23．9x20・t｝14 （88．7−112．7％）

　　ブルーギ ル　 ：y ・・11．4xl1・016 （92、4−108．2％）

　　　　　　　　 y ＝24．4x20・eo1 （88．7−1ユ2，7％）

こ れ らの 95％ 信 頼 区 間 を比 較 す る と，向種 共 に 歯骨高

よ り歯 骨長 に お い て 高精度 で 体長の 推定 が可 能 で あ る こ

とが 明 らか とな っ た。歯骨 は カ ワ ウ の 胃内に お け る 消化

に よって 摩滅 され る it
’
∫能性 が あ り，推定体長 は実際 よ り

若
．：
「小 さ くな る こ とが考 え られ る 。し か し，カ ワ ウ の 胃

か ら得 られ た 歯骨 は，角 が 丸くな るなどの 形状 の 変化は

見 られ ず，体長推定 に 対 す る 消化の 影響は少な い もの と

考 え られ る。な お，歯骨 は オ オ ク rチバ ス お よ び ブル
ー

ギ

ル 1個体 に つ き 1 対 （2 個 ）あ る。そ の た め ，胃 内 容 物

中の 歯骨の 数か ら 餌魚の数 を推 定 す る際 に は，同 じ個 体

の もの を 重複 して 数 え な い よ うに 注 意 す る必 要 が あ る 。

　本研究 を 遂行す る に あ た り，有 益 な ご 助 言 を頂 い た 北

海道大学 の 矢部　衞助教 授 ，琵 琶 湖 博物館の 桑原雅 之 土

任学芸員，大 塚 泰介 学 芸 技 師，大 原 健 博 士 ，カ ワ ウの

解剖 お よび 胃内容物調 査 に協 力 して い た だ い た瀬川也 寸

子 日々 雇用 職員，お よび 標 本 採 集に 協力 い た だ い た 守 山

漁協の 組 合 員 各位 に 深 謝 す る。
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